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波形発生器 Wave Generator ADCQ1708CP/K 簡易取扱説明書 

 

 

 

波形発生器 Wave Generator は、10Hz から 20MHz 程度の正弦波、矩形波、三角波と、0V から最大 4.095V の 

DC 信号を 1mV ステップで出力可能です。高機能なウィンドウズアプリケーションから周波数設定や波形選択など設定選択

可能とすることで、十分な性能を持ちながら気楽に扱える波形発生器です。さらに弊社姉妹品であるレベル測定ボード（型

番：ADCQ1708DP/K）と組み合わせることで、周波数特性アナライザの製作も可能な高性能製品です。 

 

USB シリアル変換アダプタとの接続  

接続法 製品基板上の CN3 と付属の USB シリアル変換アダプタを下記配列で接続してください。  

  

USB シリアル変換    製品基板  

１）+5V        ⇔  5Ｖ  

２）ＧＮＤ    ⇔  Ｇ  

３）ＲＸＤ    ⇔  ＲＸ  

４）ＴＸＤ    ⇔  ＴＸ 
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Win 版アプリケーション操作説明  

ダウンロード URL  

http://bit-trade-one.co.jp/wp/wp-content/uploads/2017/08/WaveGenerator.zip 

 

 

WaveGenerator Win版アプリケーション 操作説明 

Windowsパソコンで測定するには 

 

 

 図１に、Windows用の測定アプリケーション画面を示します。

 

1) COMポート指定/ボーレート/接続/切断部 

２）一定周波数発振器設定部 

３）スイープ発振器設定部 

４）出力電圧スイープ部 

の４ブロックで構成されています。 

 

1⃣・図１の測定アプリケーションの使い方を次に示します。 

 アプリケーションは、つぎの５つの手順で使うことができます。 

１） OSで COM PORTを確認する 

２） アプリケーションで測定器と接続する 

３） アプリケーションで一定周波数の波形を発生させる 

４） アプリケーションでスイープした周波数の波形を発生させる 

５） アプリケーションでスイープした出力電圧を発生させる 

 

http://bit-trade-one.co.jp/wp/wp-content/uploads/2017/08/WaveGenerator.zip
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１） OSで COM PORTを確認する 

USB-serialモジュールを接続し、コンピュータの管理で COM PORTを確認 

 

 

２） アプリケーションで測定器と接続する 

 ＣＯＭポート指定：上記で確認した、OSで割り当てられたシリアル PORTを指定 

 ボーレート指定：115200（115.2ｋbps）と指定、通常は変更不要 

 ＣＯＭポート接続/切断：接続ボタンを押し、接続を確認、エラーの時はエラー表示されるので、その場合は、指定

内容を再確認 

３） アプリケーションで一定周波数の波形を発生する 

   ・設定周波数を設定：10Hzから、1Hz単位で、20,000,000Hz(20MHz)まで設定可能 

   ・波形種別を選択：正弦波、正弦波+矩形波、三角波 を選択 

   ・出力電圧を設定：0Vから 4.095Vまで設定可能 

   ・送信ボタンを押す 

４） アプリケーションでスイープした周波数の波形を発生させる 

・開始/終了周波数を設定：10Hzから 1Hz単位で、20,000,000Hｚ（20MHz）まで設定可能 

終了周波数は、開始周波数より 10倍以上にする 

・周波数間隔を選択：1/10 ・ 1/100 を選択可能 

     ・間隔時間を設定：10ｍSecから 1,000ｍSecまで設定可能 

・スイープ開始ボタンを押す 

５） アプリケーションでスイープした出力電圧を発生させる 

・開始/電圧、終了電圧を設定 

10ｍVから、4,095ｍVまで設定可能 

終了電圧は、開始電圧より高くする 

・スイープステップを選択 

 100ｍV単位で調整可能 

・間隔時間 

 200ｍSecから調整可能 

・スイープ開始ボタンを押す 


